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２００６年度 春季相互協力連絡会（第３０回） 議事録 

 

開催日時： 2006年 5月 12日（金）13：00～14：00 

開催場所： 同志社女子大学 京田辺キャンパス 友和館４階多目的ホール 

出 席 校： 33校 48名 

欠 席 校： びわこ成蹊スポーツ大学、北陸大学、京都嵯峨美術大学、京都薬科大学、成安造形大学、聖泉 

大学、高岡法科大学 

（6校委任状提出、京都薬科大学より後日提出あり） 

 

開会挨拶： 会場校 同志社女子大学図書・情報センター長 藤原孝章氏 
 

進行は、京都地区協議会相互協力連絡会世話人幹事館 佛教大学図書館より配付の開催要項・資料に基

づきなされた。 

 

【報告事項】 

１．出欠状況について 

出席者名簿のとおり（出席予定の京都薬科大学欠席） 

 

２．2006年度相互協力参加館の承認について  

   （1）参加館 聖泉大学図書館 

     聖泉大学図書館から 2006年 3月 17日付で「共通閲覧証協定」「相互貸借協定」への参加申請があ 

り、世話人館で審議（2006年 3月 23日）のうえ、参加が承認された。 

  （2）相互貸借協定参加 

     佛教大学図書館から 2006年 3月 23日付で「相互貸借協定」への参加申請があり、世話人館で審議 

（2006年 3月 23日）のうえ、参加を承認した。 

なお、佛教大学からの要請により 5月 12日から運用することが承認された。 

 

３．2006年度 三協定加盟状況について 

  配付資料〔資料No1〕「2006年度相互協力連絡会三協定参加状況（2006年4月1日現在）」のとおり報告 

がなされ、聖泉大学の加盟により全ての大学が加盟したことになり、相互協力加盟館40大学46図書館と 

なった。 

 

【協議事項】 

１．2005年度相互協力連絡会活動まとめと決算について 

  配付資料 [資料№2]  「2005年度相互協力連絡活動まとめ」に基づき、事業報告に続き、決算の説明が 

あり、協議の結果、承認された。 

    ＜事業＞ 

     （1）相互協力世話人会開催（5回） 
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     （2）相互協力連絡会開催（第28回、第29回） 

     （3）相互協力連絡会研修会（第12回）  担当： 花園大学、佛教大学 

        ・42大学、4企業、77名出席 

    ＜決算＞ 

     （1）収入 

          京都地区協議会交付金40,000円と前年度繰越金18,933円、収入合計58,933円 

     （2）支出 

          ①通信費  0円 

          ②印刷費 23,153円（共通閲覧証印刷費） 

          ③会議費・渉外費 390円（相互協力世話人会） 

          ④研修会交付金 30,000円（第 12回研修会） 

          ⑤雑費 210円（残高証明書） 

          ⑥次年度繰越 5,180円 

 

２．2006年度相互協力連絡会事業計画（案）ならびに 2006年度予算（案）について 

配付資料[資料№3]「2006 年度相互協力連絡会事業計画（案）、2006 年度予算（案）」に基づき、説明・提

案があり、承認された。なお、第 13 回相互協力連絡会研修会については日程の候補として 8 月と 1 月を

目安としているが、8月には実施しないことで今後調整を進めていくことが確認された。 

＜事業＞ 

     （1）相互協力世話人会開催（4～5回） ＊開催要項の【新旧合同を2005年3月25開催】の部分を削除 

     （2）相互協力連絡会開催（第30回同志社女子大学、第31回金沢学院大学） 

     （3）相互協力連絡会研修会（第13回）  担当：未定 

     （4）阪神地区協議会との相互協力協定締結ならびに合同研修会企画 

＜予算＞ 

     （1）収入 

          京都地区協議会交付金40,000円と前年度繰越金5,180円、収入合計45,180円 

        ＊開催要項の収入合計55,180円の部分を修正 

     （2）支出 

          ①通信費  3,000円（研修会資料の送付等） 

          ②印刷費  0円 

③会議費・渉外費  3,000円（相互協力世話人会） 

          ③研修会交付金  30,000円（第 13回研修会） 

          ④雑費  210円（残高証明書） 

          ⑤予備費  8,970円 

 

３．相互協力連絡会研修会 

  配付資料〔資料No4〕「相互協力連絡会研修会一覧」に基づき、報告があり、研修会の見直しについては、

加盟館からの要望も踏まえ世話人会で検討していくことが確認された。また、阪神地区協議会との研修会
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の共同開催については、4月 24日に阪神地区協議会へ申し入れた結果、今後更なる検討を要することが

確認された。なお、研修会の相互参加については、従前通り行うものとすることが報告された。 

４．その他 

  （1）資料分担保存協定の見直し 

    配付資料〔「資料分担保存リスト」の提示と今後の進め方について（案）〕と〔「資料分担保存リスト」の点 

検について（お願い）〕に基づき、資料分担保存協定委員館の立命館大学鳥井氏より経緯報告と提案 

がなされた。特長ある蔵書構築に向けた新たな方向性を探り資料分担保存のあり方を検討することと 

し、現時点のこととして、資料分担保存リストをホームページに掲載するため、加盟館・協力館（27館） 

に提供データ点検の依頼がなされた。 

  ＊リスト「京都地区協議会資料分担保存所蔵一覧2006年度（2005.12調査）」を加盟館・協力館に一部ずつ配付。5月31日（水）まで 

に立命館大学鳥井氏に連絡する。 

（2）京都地区協議会ホームページについて 

  配付資料〔資料No5〕「私立大学図書館協会西地区部会京都地区協議会ホームページ運営委員会規 

定（案）」に基づき、説明がなされた。「（委員）第3条（2）相互協力連絡会世話人会から選出された 2 

名」については、世話人会で了解した旨の報告がなされた。 

  （3）相互協力連絡会世話人館・委員館について 

    配付資料〔資料No6〕「相互協力連絡会世話人館・委員館の分担ローテーション表」に基づき、説明が 

なされた。2007年度以降未定のグループについては、今後世話人館を通じて打診がなされた場合は 

協力いただくよう依頼がなされた。  

＊三協定委員館の共通閲覧協定の京都地区2005年度の京都橘女子を京都橘に修正する。 

  (4)その他 

文献複写サービスの近隣の大学間における利用について、その運用状況の確認が、京都橘大学の大 

西氏よりあり、種々意見交換がなされた。 

    

【承合事項】  

なし 

 

閉会挨拶： 会場校 同志社女子大学図書・情報センター 課長 小牧良三氏 
 

以 上 


